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卒業論文要約
女性の非正規労働に関する一考察　
－パートタイム労働環境の改善－
　
徳永  陽向実
序 論
　 本 当 に 今 の 日 本 政 府 の 政 策 が し っ か り と 機 能 し、 女 性 が 働 き や す い 社 会 に な っ
て い る と 言 え る の か、 そ も そ も、 女 性 に と っ て の 働 き や す さ と は 何 か、 と い う
こ と に つ い て 疑 問 を 持 っ た の が、 本 論 を 執 筆 す る き っ か け で あ る。 厚 生 労 働 省
(2016a) に よ る と、 女 性 の 非 正 規 労 働 者 の 割 合 は 54.1％ で あ り、 そ の う ち、 過 半
数 を 占 め て い る の が パ ー ト タ イ ム 労 働 者 で あ る。 こ の 事 実 を 踏 ま え て、 本 論 で は
女 性 パ ー ト タ イ ム 労 働 の 現 状 を 検 証 し、 そ の 環 境 改 善 の 方 策 を 検 討 し て ゆ く。
第 1 章 日 本 の 就 業 形 態
第 1 節 就 業 形 態 の 種 類
　 日 本 の 就 業 形 態 は、“ 正 社 員 ” と “ 正 社 員 以 外 の 労 働 者 ”( 以 下、 非 正 規 労 働 者
と す る )” に わ け ら れ る。 正 社 員 と は、「雇 用 さ れ て い る 労 働 者 で、 雇 用 期 間 の 定
め の な い 者 の う ち、 他 企 業 へ の 出 向 者 な ど を 除 い た 」 者 （ 厚 生 労 働 省 （2016a）
で あ る。 一 方 非 正 規 労 働 者 は、 正 社 員 の 労 働 関 係 以 外 の 労 働 関 係 の こ と を 指 す。
非 正 規 雇 用 は、「人 件 費 の コ ス ト が 一 般 的 に 低 廉 で あ り、 ま た、 非 正 規 雇 用 の う
ち 契 約 期 間 の 定 め の あ る 労 働 者 は、 正 社 員 と 比 べ て 労 働 関 係 を 終 了 す る こ と が 容
易」
1
と い う こ と が 特 徴 で あ る。
第 2 節 　 女 性 非 正 規 労 働 者 の 多 さ と そ の 理 由
　 厚 生 労 働 省 (2016a) に よ る と、 女 性 の 正 社 員 の 割 合 は 43.3％、 非 正 規 労 働 者 の
割 合 は 54.1％ で あ り、 女 性 が 非 正 規 労 働 と し て 働 く 割 合 が 多 い と い う こ と が 示
さ れ て い た。 厚 生 労 働 省 『平 成 26 年 人 口 動 態 統 計 月 報 年 計 ( 概 数 ) の 概 況』 を
見 る と、 女 性 の 平 均 初 婚 年 齢 は 29.4 歳、 一 番 出 生 数 の 多 い 年 齢 階 級 は 30 ～ 34
歳、 続 い て 25 ～ 29 歳 で あ っ た。 そ れ に 対 応 す る よ う に、 非 正 規 労 働 者 は 25 ～
1　日経ビジネス編（2009）『日経ビジネス　経済・経営用語辞典』日経 BP 社
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29 歳 か ら 30 ～ 34 歳 で 大 き く 増 加 し、 逆 に 正 社 員 は 25 ～ 29 歳 か ら 30 ～ 34 歳
で 大 き く 減 少 し て い る こ と が 示 さ れ て い た。 こ れ よ り、 結 婚 や 出 産 と い っ た ラ イ
フ イ ベ ン ト が あ る た め に、 正 社 員 と し て の 仕 事 を 辞 め、 非 正 規 と し て 働 く 女 性 が
多 い と 言 え る。
　 次 に、 非 正 規 労 働 の 中 で も パ ー ト タ イ ム 労 働 に 焦 点 を 当 て よ う。 男 女 別 の パ ー
ト の 割 合 を 見 る と、 女 性 が 74.2％、 男 性 が 25.8％ と な っ て い る。 女 性 の パ ー ト
労 働 の 配 偶 者 の 有 無 に つ い て は、「配 偶 者 が い る」 が 76.4％、「配 偶 者 が い な い」
が 23.6％ と い う 結 果 で あ っ た （ 厚 生 労 働 省 2017a：p.21）。 こ の 結 果 か ら、 パ ー
ト の 4 分 の 3 が 女 性 で あ り、そ の 中 で も 主 婦 が 大 多 数 を 占 め て い る こ と が わ か る。
ま た、女 性 の パ ー ト の う ち、正 社 員 経 験 の あ る 者 の 割 合 は 84.4％ に 上 っ て い る（厚
生 労 働 省 2017a：p.23）。 こ の よ う に 考 え る と、 女 性 の 生 き 方 と し て、 正 社 員 の
仕 事 を 結 婚 や 出 産 を 機 に 辞 め、 後 に パ ー ト と し て 仕 事 に 復 帰 す る と い う 一 つ の ス
タ イ ル が 見 え て く る。
第 2 章 　 女 性 の パ ー ト タ イ ム 労 働 の 実 態
第 1 節 パ ー ト タ イ ム 労 働 を 選 ぶ 理 由
表 2 － 1　 男 女 別、 パ ー ト を 選 ん だ 理 由 別 パ ー ト 割 合
複 数 回 答 可 （単 位 ： ％）
パート計
自分の都合の
良い時間（日）
に働きたいか
ら
勤 務 時 間・ 日
数が短いから
就 業 調 整（ 年
収の調整や労
働時間の調整）
ができるから
簡単な仕事で
も責任も少な
いから
すぐ辞められ
るから
正社員として
採 用 さ れ な
かったから
正社員として
の募集が見つ
からなかった
から
男 100.0 47.9 28.0 12.6 12.8 5.7 12.3 13.1
女 100.0 60.3 43.3 22.8 9.3 3.3 5.7 11.2
家庭の事情（育
児・ 介 護 等 ）
で正社員とし
て働けないか
ら
仕事を辞めて
からの期間が
長く正社員と
して働く自信
がないから
正社員として
働 く こ と が、
体力的に難し
いから
正社員のよう
な責任や人事
異動を課され
て働くことが
困難だから
やりたい仕事
が た ま た ま
パートだった
から
転勤がないか
ら
その他 不明
男 1.9 2.4 6.9 5.7 9.5 5.7 23.4 1.5
女 21.7 7.6 11.5 12.2 11.1 9.5 8.7 0.7
　 　 出 所 ： 厚 生 労 働 省 (2017a) p.36 よ り 筆 者 作 成
　 　
　 表 2 － 1 を 見 る と、 男 性 と 女 性 で 大 き な 差 が あ る 項 目 が い く つ か 見 て 取 れ る。
特 に「家 庭 の 事 情 ( 育 児・介 護 等 ) で 正 社 員 と し て 働 け な い か ら」と「就 業 調 整 ( 年
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収 の 調 整 や 労 働 時 間 の 調 整 ) が 出 来 る か ら」 に 注 目 し た い。
　 ま ず 「 家 庭 の 事 情 ( 育 児 ・ 介 護 等 ) で 正 社 員 と し て 働 け な い か ら 」 で あ る が、
女 性 が 21.7％、 男 性 が 1.9％ と な っ て お り、 圧 倒 的 に 女 性 の 割 合 が 高 く な っ て い
る の が わ か る。 総 務 省 統 計 局 に よ る と、 子 供 の い る 共 働 き 世 帯 が 家 事 関 連 ( 育 児
を 含 む ) に か け る 一 日 の 時 間 （週 全 体 の 平 均） は、 妻 が 4 時 間 54 分、 夫 が 46 分
と な っ て お り （総 務 省 統 計 局 2017）、 女 性 の 方 が 明 ら か に 家 事 の 負 担 が 大 き い。
こ の こ と が、 女 性 が 正 社 員 と し て 働 く こ と を 難 し く し て い る と 考 え ら れ る。
　 次 に、「 就 業 調 整 ( 年 収 の 調 整 や 労 働 時 間 の 調 整 ) が 出 来 る か ら 」 に 着 目 す る
と、女 性 が 22.8％、男 性 が 12.6％ で あ り、10％ 以 上 の 差 が 生 じ て い る。 パ ー ト は、
配 偶 者 の い る 女 性 が 多 数 を 占 め て い る こ と を 第 1 章 で も 確 認 し た が、そ の よ う な
女 性 は、 夫 が 稼 ぎ 手 と し て 働 い て い る 場 合、 社 会 保 障 の 都 合 上 就 業 調 整 を し て い
る と い う こ と が 想 定 さ れ る。
第 2 節 　 処 遇 格 差
第 1 項　賃金格差
　『労 働 力 調 査』( 総 務 省 統 計 局 2017) の 雇 用 形 態 別 雇 用 者 数 で は、 正 規 ・ 非 正 規
の 賃 金 差 が 大 き く 開 い て い る と い う こ と が 示 さ れ て い た。 女 性 で 一 番 大 き い 収 入
層 を 比 較 す る と、 正 規 ・ 非 正 規 で 少 な く と も 100 万 円 以 上 は 差 が あ る。 男 性 も
同 様 に 見 る と、 少 な く と も 300 万 円 以 上 は 離 れ て い た。 男 女 と も に 正 規 ・ 非 正
規 間 の 賃 金 の 差 が 大 き い が、 男 性 間 と 女 性 間 を 比 較 す る と、 女 性 の 正 規 ・ 非 正 規
の 賃 金 差 は、 男 性 の そ れ よ り 少 な い と 言 え る。
　 で は、 な ぜ そ こ ま で 賃 金 差 が あ る の か。 企 業 側 が 正 社 員 と パ ー ト の 賃 金 差 に つ
い て ど う 考 え て い る の か を 見 て い く。
表 2 － 2　 職 務 が 同 じ 正 社 員 よ り も パ ー ト の 1 時 間 あ た り の 基 本 賃 金 が 低 い 理 由
別 事 業 所 割 合
単 位 ： ％
職務が同じ正
社員よりも基
本賃金が低い
パートがいる
事業所
正社員と職務が同じパートと正社員の間に賃金差がある理由
パ ー ト は
勤 務 時 間
の 自 由 が
きくから
パ ー ト は
残 業 の 時
間 数、 回
数 が 少 な
いから
パ ー ト は
人 事 異 動
の 幅 や 頻
度 が 少 な
いから
正 社 員 の
ほ う が
様 々 な 仕
事 の 経 験
を し て き
たから
正社員は企
業への将来
的な貢献度
の期待が高
いから
正社員の賃
金を下げる
ことができ
ないから
パートの
賃金を上
げる余裕
がないか
ら
定年後の
再雇用制
度でパー
トを雇用
している
から
そ う い っ
た 契 約 内
容 で パ ー
ト が 納 得
し て い る
から
その他 不明
100.0 49.0 30.9 17.8 23.8 26.6 9.1 6.2 15.4 29.5 13.2 4.9
　 　 出 所 ： 厚 生 労 働 省 (2017a) p.19 よ り 筆 者 作 成
　 表 2 － 2 を 見 る と、1 番 割 合 が 高 く な っ て い る 項 目 は 「パ ー ト は 勤 務 時 間 の 自
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由 が き く か ら」 で あ り、次 は 「パ ー ト は 残 業 の 時 間 数、回 数 が 少 な い か ら」 で あ っ
た。 い ず れ も 労 働 時 間 に つ い て 言 及 し た 項 目 で あ る が、 労 働 時 間 の 自 由 度 に よ っ
て 1 時 間 あ た り の 基 本 賃 金 に 差 が あ る の は、正 社 員 と 同 程 度 の 職 務 を 担 う パ ー ト
に と っ て は 納 得 の い か な い こ と で あ ろ う。 も し 確 実 に 正 社 員 の 方 が 多 く 経 験 を 積
ん で い て、 仕 事 の 進 め 方 や 効 率 が パ ー ト よ り も 上 だ と い う の な ら ば、 パ ー ト の 方
が 低 賃 金 だ と い う の は 納 得 で き る し 正 当 だ と 言 え る。 た だ し、「パ ー ト は 自 由 が
利 く」「パ ー ト は 残 業 の 時 間 数、 回 数 が 少 な い か ら」 と い う 時 間 的 な 理 由 だ け で、
賃 金 の 高 低 が つ け ら れ る の は 不 当 だ ろ う。
　 ま た、3 番 目 に 高 く な っ て い る 項 目 と し て、「そ う い っ た 契 約 内 容 で パ ー ト が
納 得 し て い る か ら」 と い う 理 由 が 挙 げ ら れ て い る。 だ が、 厚 生 労 働 省 の 調 査 に よ
れ ば、 正 社 員 よ り 賃 金 水 準 が 低 い こ と を 納 得 し て い な い 女 性 が 納 得 し て い る 女 性
を 上 回 っ て お り ( 厚 生 労 働 省 2017a)、 企 業 側 と 労 働 者 側 の 受 け 止 め 方 に 矛 盾 が 生
じ て い る。厚 生 労 働 省 の 調 査 に よ れ ば、パ ー ト の 平 均 通 算 勤 続 期 間 が 男 性 で は 6.5
年、 女 性 は 10.5 年 で あ る た め （ 厚 生 労 働 省 2011）、 長 期 間 パ ー ト と し て 働 き 続
け て い る 女 性 た ち が 納 得 い か な い の は 当 然 で あ ろ う。
第 2 項　社会保障制度の格差
　 正 社 員 と パ ー ト の 格 差 は 賃 金 面 だ け に 止 ま ら な い。 社 会 保 障 上 の 扱 い も 大 き く
異 な っ て い る。 厚 生 労 働 省 の 調 査 に よ る と、 社 会 保 障 制 度 の 適 用 率 は、 健 康 保 険
( 医 療 保 険 )、 厚 生 年 金 ( 年 金 保 険 )、 雇 用 保 険 全 て の 項 目 で パ ー ト タ イ ム の 割 合
が 正 社 員 を 下 回 っ て い る ( 厚 生 労 働 省 2016a)。 配 偶 者 の い る 女 性 パ ー ト が 多 い こ
と を 考 慮 す る と、 厚 生 年 金 も 健 康 保 険 も、 夫 が 加 入 し て い れ ば、 妻 も 一 緒 に 加 入
で き る と い う こ と を 利 用 し て い る の か も し れ な い。 し か し、 夫 の 保 険 に 加 入 し て
い た と し て も、 離 婚 し た 場 合 や 夫 と 死 別 し た 場 合 な ど の リ ス ク に 対 応 で き な い 可
能 性 が あ る。
　 と は い え、 厚 生 年 金、 被 用 者 保 険 の 適 用 格 差 が 見 直 さ れ、2016 年 10 月 に 被 用
者 保 険 の 適 用 範 囲 が 改 正 さ れ て い る た め、 今 後 適 用 範 囲 が 広 ま り、 格 差 是 正 が 改
善 さ れ る こ と が 予 想 で き る。 一 方、 雇 用 保 険 に つ い て は、 解 雇 の リ ス ク に さ ら さ
れ て い る の は 正 社 員 よ り も パ ー ト で あ る に も か か わ ら ず、 適 用 し て い る 事 業 所 の
割 合 が 低 い こ と は 大 き な 問 題 で あ る。
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第 3 項　企業内教育の格差
表 ２ － ３ 　 正 社 員 と パ ー ト の 両 方 を 雇 用 し て い る 事 業 所 の う ち、 教 育 訓 練 の 種
類、 教 育 訓 練 の 実 施 状 況 別 事 業 所 割 合
( 単 位 ： ％ )　 複 数 回 答 可 　 平 成 28 年
教育訓練の種類 正社員に実施 パートに実施
日常的な業務を通じた、計画的な教育訓練 (OJT) 69.1 54.1
入職時のガイダンス 52.2 36.2
職務追行に必要な脳玉を付与する教育訓練 (Off-JT) 56.5 27.7
将来のためのキャリアアップのための教育訓練 (Off-JT) 40.8 9.5
自己啓発費用の補助 32.7 10.2
出 所 ： 厚 生 労 働 省 (2017a) p.11 よ り 筆 者 作 成
　 表 ２ － 3 を 見 る と、ど の 教 育 訓 練 の 種 類 に お い て も パ ー ト は 正 社 員 を 下 回 っ て
お り、 企 業 は パ ー ト に 対 す る 教 育 に は 力 を 入 れ て い な い こ と が わ か る。 特 に 正 社
員 と パ ー ト で 一 番 差 が あ る の が 「将 来 の た め の キ ャ リ ア ア ッ プ の た め の 教 育 訓 練
（Off-JT）」 で あ り、正 社 員 は 40.8％、パ ー ト は 9.5％ で あ る。 次 に 差 が あ る の は 「職
務 遂 行 に 必 要 な 能 力 を 付 与 す る 教 育 訓 練 （Off-JT）」 で、 社 員 は 56.5％、 パ ー ト は
27.7％ で あ り、パ ー ト は 正 社 員 の 半 数 に も 満 た な い。 こ の こ と か ら、企 業 側 は パ ー
ト が キ ャ リ ア ア ッ プ す る こ と を 想 定 し て お ら ず、 そ れ ど こ ろ か 職 務 を 遂 行 す る た
め の 能 力 向 上 す ら 必 要 と し て い な い こ と が 分 か る。
　 キ ャ リ ア ア ッ プ に 関 連 し て、 パ ー ト か ら 正 社 員 へ の 転 換 制 度 に つ い て 話 を 進 め
て い く。 現 在、 労 働 契 約 法 第 18 条 で は、「 有 期 労 働 契 約 が 反 復 更 新 さ れ て 通 算
５ 年 を 超 え た と き は、 労 働 者 の 申 込 み に よ り、 期 間 の 定 め の な い 労 働 契 約 （無 期
労 働 契 約）に 転 換 で き る」( 厚 生 労 働 省 2012) と 定 め ら れ て い る。 し か し、女 性 パ ー
ト に 今 後 希 望 す る 働 き 方 を 調 査 し た 結 果 は、「正 社 員 に な り た い」が 16.2％、「パ ー
ト で 仕 事 を 続 け た い 」 が 76.1％ で あ り、 正 社 員 に な り た い と 望 む パ ー ト は 多 く
な い ( 厚 生 労 働 省 2017a：p.39)。
　 一 方、 正 社 員 と パ ー ト の 両 方 を 雇 用 し て い る 事 業 所 の う ち、「 パ ー ト の 正 社
員 転 換 制 度 が あ る 」 事 業 所 の 割 合 は 44.2 ％、「 制 度 が な い 」 事 業 所 の 割 合 は
52.1％」 と い う デ ー タ が あ り ( 厚 生 労 働 省 2017a：p.13)、 正 社 員 に 転 換 で き る 制
度 を そ も そ も 持 た な い 企 業 が 過 半 数 を 超 え て い る こ と は 問 題 で あ る。 制 度 が な け
れ ば、 少 な い と は い え、 正 社 員 に な る こ と を 望 む パ ー ト は せ っ か く の や る 気 も 搾
取 さ れ、企 業 の 業 績 に も 影 響 を 与 え る こ と が 考 え ら れ る。や る 気 の あ る 者 に は キ ャ
リ ア ア ッ プ の 機 会 を 与 え る こ と が 重 要 で あ る。
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第 3 章 　「同 一 労 働 同 一 賃 金」 の 適 用
第 1 節 　 日 本 の 雇 用 慣 行 と 「同 一 労 働 同 一 賃 金」
　 同 一 労 働 同 一 賃 金 と は、「同 じ 仕 事 に は 原 則 同 じ 賃 金 を 払 う」 と い う 考 え 方 で
あ る。 こ の 考 え 方 は、 欧 米 で は 定 着 し て い る が、 日 本 の 雇 用 慣 行 に そ ぐ わ な い 面
が 大 き く、 い ま ま で 日 本 に は な じ み が な か っ た。 な ぜ な ら、 同 一 労 働 同 一 賃 金 の
仕 組 み を 適 用 す る と、 例 え ば 今 ま で 経 験 し て き た 職 務 の 数 が 多 い 者 と 少 な い 者 が
あ る 時 点 で 同 じ 内 容 の 職 務 を 行 な う こ と に な っ た 場 合、 経 験 し た 職 務 の 数 が 無 視
さ れ、 両 者 に 同 一 の 賃 金 が 支 払 わ れ る こ と に な る か ら だ。
　 こ の よ う な 中 で、 安 倍 晋 三 内 閣 は、 ス ロ ー ガ ン で あ る 「一 億 総 活 躍」 の 実 現 の
た め の 一 つ の 施 策 と し て、 同 一 労 働 同 一 賃 金 を 掲 げ、 ガ イ ド ラ イ ン を 作 成 し て い
る。 な ぜ 今 に な っ て 同 原 則 が 注 目 さ れ る よ う に な っ た の か。
第 2 節 　「同 一 労 働 同 一 賃 金」 が 今 注 目 さ れ る 理 由
　 女 性 の 非 正 規 労 働 者 こ そ、 同 一 労 働 同 一 賃 金 の 適 用 が 求 め ら れ る 大 き な 理 由 で
あ る。 首 相 官 邸 が 発 行 し て い る 『働 き 方 改 革 実 行 計 画』 で は、「特 に 女 性 で は 結
婚、子 育 て な ど も あ っ て、30 代 半 ば 以 降 自 ら 非 正 規 雇 用 を 選 択 し て い る 方 が 多 い。
非 正 規 雇 用 で 働 く 方 の 待 遇 を 改 善 し、 女 性 や 若 者 な ど の 多 様 な 働 き 方 の 選 択 を 広
げ て い く 必 要 が あ る」( 首 相 官 邸 2017) と 述 べ ら れ て お り、 非 正 規 の 中 で も 女 性
が 重 視 さ れ て い る こ と が わ か る。
第 3 節 　 同 一 労 働 同 一 賃 金 ガ イ ド ラ イ ン 案
　「同 一 労 働 同 一 賃 金 ガ イ ド ラ イ ン 案」 と は、「正 規 か 非 正 規 か と い う 雇 用 形 態 に
か か わ ら な い 均 等 ・ 均 衡 待 遇 を 確 保 し、 同 一 労 働 同 一 賃 金 の 実 現 に 向 け て 策 定 す
る も の」（厚 生 労 働 省 2016c） で あ る。 こ の ガ イ ド ラ イ ン は、基 本 給、手 当 ( 賞 与、
役 職 手 当、 休 日 労 働 手 当 等 )、 福 利 厚 生、 教 育 訓 練 等 を 対 象 に し、 何 が 「不 合 理
な 待 遇 差 」( 厚 生 労 働 省 2016b：p.2) で あ る の か を 具 体 的 に 示 し た も の と な っ て
い る。 し た が っ て、 ガ イ ド ラ イ ン 案 と し て 文 章 化 す る こ と で、 現 状 の 不 当 な 格 差
が 表 面 化 し、 あ る 程 度 改 善 さ れ る と 期 待 さ れ る。
　 た だ し、 第 2 章 で 確 認 し た 格 差 を 改 善 す る た め に は、 内 容 と し て ま だ 不 十 分 で
あ る と 言 え る。 そ も そ も、「不 合 理 な 待 遇 差」 を 是 正 す る た め の も の な の に、 正
当 な 格 差 の 具 体 例 を 多 く 挙 げ、 不 当 な 格 差 に つ い て の 具 体 例 は 少 な い。 つ ま り、
正 社 員 と 非 正 規 労 働 者 の 格 差 を ま る で 正 当 化 す る よ う な 内 容 に 近 い と 言 え る。 ま
た、 ガ イ ド ラ イ ン で、「 我 が 国 か ら 「 非 正 規 」 と い う 言 葉 を 一 掃 す る 」( 厚 生 労
働 省 2016b：p.1) と 述 べ ら れ て い る が、 そ の 割 に は 正 規 と 非 正 規 の 二 項 対 立 的 に
話 が 進 め ら れ て お り、 非 正 規 の 存 続 を 前 提 に し て い る よ う に 見 え る。「多 様 な 働
き 方 を 自 由 に 選 択 で き る よ う に」( 厚 生 労 働 省 2016b：p.1) と 述 べ ら れ て い る が、
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本 当 に 多 様 な 働 き 方 を 選 択 し や す く す る た め に は、 よ り 細 か い 分 類 で 比 較 す べ き
だ。
第 4 章 　 改 正 パ ー ト タ イ ム 労 働 法
　 本 章 で は、2015 年 4 月 1 日 に 施 行 さ れ た 改 正 パ ー ト タ イ ム 労 働 法 に 着 目 す る。
　 パ ー ト タ イ ム 労 働 法 は、「短 時 間 労 働 者 の 適 正 な 労 働 条 件 の 確 保、 雇 用 管 理 の
改 善、 通 常 の 労 働 者 へ の 転 換 の 推 進 な ど の 措 置 等 を 講 ず る こ と に よ っ て、 通 常 の
労 働 者 と の 均 衡 の と れ た 待 遇 の 確 保 等 を 図 る こ と を 通 じ て、 短 時 間 労 働 者 の 福 祉
の 増 進 を 図 る こ と を 目 的 」（労 働 政 策 研 究 ・ 研 修 機 構 2011） と し て、1993 年 に
制 定 さ れ た も の で あ る。2007 年 に 一 度 改 正 さ れ た が、2015 年 に 「公 正 な 待 遇 を
確 保 し、 ま た、 納 得 し て 働 く こ と が で き る」( 厚 生 労 働 省 「パ － ト タ イ ム 労 働 法
の 改 正 に つ い て」) こ と を 目 的 に 再 度 改 正 さ れ て い る。
第 1 節 　 改 正 パ ー ト タ イ ム 労 働 法 の 効 果 と 課 題
　 改 善 点 と し て は、 パ ー ト で あ っ て も 正 社 員 と 同 等 の 処 遇 を 受 け ら れ る 可 能 性 が
広 が る こ と や、 説 明 義 務 化 や 相 談 窓 口 の 設 立 が 挙 げ ら れ る。
　 し か し、 転 勤 と 職 務 内 容 ・ 配 置 の 変 更 の 両 方 の 条 件 が 正 社 員 と 同 じ で な け れ ば
な ら な い た め、 女 性 パ ー ト は 正 社 員 と の 差 別 的 取 扱 い が 禁 止 さ れ る 対 象 範 囲 に 含
ま れ る こ と が 難 し く な っ て い る。 さ ら に、「改 正 パ ー ト タ イ ム 労 働 法 の 施 行 を 機
に 実 施 し た 措 置 が あ る」 と 答 え た 企 業 は 39.4％ し か い な い ( 厚 生 労 働 省 2017a：
p.16) な ど、 課 題 は 残 っ て い る と 言 え そ う だ。
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第 2 節 　 格 差 の 残 る 「パ ー ト タ イ ム 労 働 法」
表 4 － 1　 　 パ ー ト タ イ ム 労 働 者 の タ イ プ 別 の 講 ず る 措 置
　 　 　 出 所 ： 厚 生 労 働 省 (2017 ｂ ) p.5 よ り 抜 粋
　 表 4 － 1 を 見 る と、「① 通 常 の 労 働 者 と 同 視 す べ き 短 時 間 労 働 者」 と 「② 通 常
の 労 働 者 と 職 務 の 内 容 が 同 じ 短 時 間 労 働 者」 に 対 す る 措 置 の 差 が 大 き い こ と が 分
か る。 ① で は、 賃 金、 教 育 訓 練、 福 利 厚 生 の 全 て の 項 目 に お い て 差 別 的 取 り 扱 い
の 禁 止 の 措 置 が 取 ら れ て い る が、 ② で は、 差 別 的 取 り 扱 い の 禁 止 が 適 用 さ れ る 項
目 は な く、ほ と ん ど の 項 目 が 努 力 義 務 等 の 強 制 力 が な い も の と さ れ て い る。 ま た、
② と 「③ 通 常 の 労 働 者 と 職 務 の 内 容 も 異 な る 短 時 間 労 働 者」 の 措 置 の 差 が ほ ぼ な
い こ と も 読 み 取 れ る。 つ ま り、 講 ず る 措 置 は、 職 務 内 容 で は な く、「人 材 活 用 の
仕 組 み や 運 用 等」 が 正 社 員 と 同 様 か 否 か に 依 存 し て い る の で あ る。
　 パ ー ト に 対 し て 「人 材 活 用 の 仕 組 み や 運 用 等」 が 正 社 員 と 同 様 で あ る、 つ ま り
正 社 員 と 同 様 の 転 勤 や 配 置 の 変 更 を 求 め て も、 ほ と ん ど の パ ー ト は 応 じ る こ と は
で き な い の で は な い だ ろ う か。 な ぜ な ら、 パ ー ト の 多 く が 結 婚 し て い る 女 性 で あ
り、 転 勤 が あ る と 家 事 や 育 児 等 を 行 な う こ と が 難 し く な る た め だ。 こ の よ う に、
パ ー ト 労 働 法 に は ま だ 問 題 が 残 っ て い る と 言 え る。
結 論
　 前 提 と し て、 筆 者 は 女 性 の 非 正 規 労 働 者 を 正 社 員 へ と 無 理 に 転 換 す る 必 要 は な
い と 考 え て い る。 正 社 員 に な り た い と 望 む パ ー ト が そ こ ま で 多 く は な い こ と （第
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2 章 第 1 節、第 2 節）、女 性 の 正 規・非 正 規 間 の 賃 金 格 差 は 男 性 よ り も 小 さ い こ と（第
2 章 第 2 節） を 考 慮 す る と、 あ え て 正 社 員 と し な く て も、 非 正 規 労 働 者 の 待 遇 を
改 善 す る こ と が 女 性 の パ ー ト に 対 し て は 一 番 好 ま し い 対 応 だ と 考 え る。 そ の 上
で、 パ ー ト で も い か に 働 き や す く す る た め に は ど う す れ ば 良 い か。 対 処 と し て は
以 下 の 3 つ が 考 え ら れ る。
①企業のパートに対する考えを改めさせること
　 ま ず は 企 業 に 対 し て パ ー ト に 対 す る 考 え 方 を 変 え る ア プ ロ ー チ が 必 要 に な る と
考 え る。 賃 金 水 準 の 向 上 や、 社 会 保 障、 教 育 制 度 を 正 規 ・ 非 正 規 問 わ ず 全 て の 労
働 者 に 適 用 さ せ る の に は か な り の コ ス ト が か か る だ ろ う が、 処 遇 格 差 が 女 性 パ ー
ト の モ チ ベ ー シ ョ ン の 妨 げ と な り、 企 業 の パ フ ォ ー マ ン ス に 影 響 を 与 え か ね な
い。 そ の た め に も、 ま ず は 企 業 の 考 え を 改 め、 各 種 制 度 の 適 用 範 囲 を パ ー ト に も
広 げ、 パ ー ト タ イ ム 労 働 法 を 守 ら せ て い く こ と が 重 要 だ と 考 え る。
②日本流の同一労働同一賃金の適用とガイドライン案の見直し
　 同 一 労 働 同 一 賃 金 の 適 用 は 正 社 員 と パ ー ト 間 の 格 差 是 正 と な る た め、 女 性 の
パ ー ト に と っ て は 好 ま し い と 言 え る。 し か し、 欧 米 の よ う に 「同 じ 仕 事 に は 原 則
同 じ 賃 金 を 支 払 う」 と い う 考 え 方 を 用 い て は、 今 ま で 経 験 し て き た 職 務 経 験 が 無
視 さ れ か ね な い。 そ の た め、 日 本 型 雇 用 に 即 し、 経 験 知 や 責 任 等 に 応 じ た 「同 一
労 働 同 一 賃 金」 の 適 用 が 良 い と 考 え る。 ま た、 現 行 の ガ イ ド ラ イ ン で は 正 当 な 格
差 の 具 体 例 ば か り 挙 げ ら れ、 不 当 な 格 差 が 正 当 化 さ れ う る 危 険 性 も は ら ん で い る
た め、 検 討 の 余 地 が あ る。
③パートタイム労働法上の格差是正
　 改 正 後 に お い て も、 パ ー ト タ イ ム 労 働 法 の 適 用 範 囲 に 含 ま れ る 女 性 パ ー ト が 限
定 さ れ て い る こ と も 問 題 で あ る。 パ ー ト 全 体 の う ち 配 偶 者 の い る 女 性 が 大 多 数 を
占 め て い る の に も か か わ ら ず、「正 社 員 と の 差 別 的 取 り 扱 い の 禁 止」 が 適 用 に な
る た め に は 「人 材 活 用 の 仕 組 み」 が 正 社 員 と 同 一 で あ る こ と は 必 須 で あ る た め、
こ の ま ま で は ほ と ん ど の 者 が 適 用 外 と な っ て し ま う。
　 ま た、 パ ー ト タ イ ム 労 働 者 の う ち、「職 務 内 容 や 責 任」 が 正 社 員 と 同 一 で あ る
者 と 異 な る 者 で、 適 用 と な る 措 置 に ほ ぼ 差 が な い こ と も 問 題 だ と 言 え る。「人 材
活 用 の 仕 組 み」 が 正 社 員 と 異 な る 者 で も、「職 務 内 容 や 責 任」 が 正 社 員 と 同 一 で
あ る な ら ば、 そ の 者 の 待 遇 を 「努 力 義 務」 で は な く 「実 施 義 務」 へ と 改 善 す る こ
と が、 女 性 パ ー ト に と っ て 好 ま し い と 考 え る。
　 以 上、 ① ～ ③ が 女 性 の パ ー ト タ イ ム 労 働 環 境 を 改 善 す る 上 で 必 要 な 対 応 だ と い
う の が 本 論 の 結 論 で あ る。
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